
灌水量の多少が牧草の生育と収量に及ぼす影響

上原叔助・田中今朝喜

　牧草の生育に最も適当と思われる土壌水分は，対容水％として60％ぐらいとされている。た

またま牧箪類は早舷による生育不良を招き易も夏期には轄からくる夏枯れ現象も見受けられ，

順斜地の草地ほどそれが多い。本試験は数種牧草に対する灌水効果をみたいものである。

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　の　　方　法

（1）試験の場所　　長野県小県郡東部町和

　　　信州大学繊維学部大室農場　標高950m

（2）試験区および試験方法

　a．乾燥区　1回ユ鉢当300Qα濯水する。　（土嬢水分CO％位を邑標とした）

b．標準区工圃ユ鉢当6。。ecue水する。（土壌紛60碓を目標とした）

　e．湿潤区　工回ユ鉢当900㏄灌水する。　（土壊水分80％位を目標とした〉

　　雨天の際は植木鉢にビニールを被覆して雨水を避けた。

　供試牧草は次の6種とし，ラジノクローバ・赤クローバ。ルーサン・チモシー・オーチャード

　グラPt・イタリアンライグラメである。

直歓。既深さ2獅の柾沐鉢を使用し，昭和38年媚ユo目鞭した（蘭号報告による）

　第2年目のものを供試し，t，区にっき3鉢を用いた。

　ユ鉢当施肥量及び施用時期は次の通りである。

　　　炭酸苦土占灰　　　4・9「・　　4月　6日　施用

　　　゜尿　素　　　　　　2　〃　　　4月ユ呂日　　〃

　　　i麟酸石灰　　　　ユ　〃　　　　　　　’

　　　木灰　　o．5〃　4月16日　〃

　　　尿素　　　 ユff　　8月28貨　π

（3）調　　査

　　生育の状況は観察によった。収量調査は生草を同一日に鯛り生鞭を秤kttし・これ颯乾

　にした。充分乾燥の後秤量して乾燥重とした。

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　の　　成　　績

供試騨は上記のとおり豆科S鶴禾本科礪で，雛御年目であるため成株（・鉢当鋼
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体）しており・生育は通じて良好であった。年間5回の生草刈取を行うことができ，その収貴

成績は第1表に示すとおりである。灌水にっいては次の基準によった。即ちaの乾燥区が乾い

てきて牧草は水を欲しい状態の日に，所定量の濾水存行う。生育期間中次のように合計5S回

の潅水回数となった。

　　4月　　4回　　　5月　　10回　　　6月　　8回　　　7月　　ユO回

　　8月　　13回　　　　9月　　　6回　　　ユO月　　　4回　　　　合計　　55圃

桑月や10月などは気温が低温であり，蒸発量少なく，牧草の生育は緩慢であって，水分の要

求が少なかった頃は，灌水の回数も少なくてよかっ亀夏期は高濫のため蒸発量も多く，牧草

の生育も旺成なので，濾水回数が多く次っている。この頃にa乾燥区の牧草は萎れるようなと

きも闘々あった。曇天や雨天のときは灌水を必要としないので，この状態が多かった月は灌水

回数も少なくなっている。

第ユ表より見たいことは牧草の夏枯れ現象である。夏期の高温時（7月～9月）は北方型牧

草と言われるラジノ（ラジノクm－・バの略）は，この時期に収量の減じていることが目立っ。

　　　第ユ表　灌水量の多少による生草収量成績
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注　ユ鉢当の生草重でありgr・をもって示す。

　　刈敬日は各種の適期を見計らい一斉に行った。
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赤クn一バはラジノほど夏枯れの程度は多くなかった。ルーサンは早春期の生育は遅れていたヵ～

気湿の上昇するにっれて生育良好となり収燈も多くなった。さらee，夏期の高温時には他のもの

に比し目立って収量が多かった。禾本零取草は3種とも春期（4～5月〉の収貴は多いけれども，

劉切になると収量が減じ，高温による夏枯れ現象を受けるものが多いようであったb

　第2罪ミは乾草の成績である。即ち生草を秤蚤の微風乾し，充分乾燥したものにつき乾草重を秤

量した。乾草歩合はこれによって明らかとなる。第3表にそれをかかげたb

　　　　第2表　灌水量の多少による乾草収蚤成績

噸　＼一＼、項　　目　区　　名　　　　　　　、＼　　　　　　　　　＼・h．、
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第3表　濯水量の多少による乾草歩留成績

証奮違ミ旦 乾燥歩合（％） 同上aに対する指数
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乾燥歩合（％） 同上aに対する指数
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　　まず輔の樽生靱をラジノからみると・区くb［K＜・殴なり，・区は継覗倍である。

　元来ラジノは冷冷多湿の気候を最も好むとされているが，このようにeの多湿区は最も収量が多

かった。特にラジノは浅根性であり・上根の多く生ずるものであるから乾燥1こは弱く，c区のよ

う嘱水蟄が多い耀区の収鋤，蝋唖からみて上るもの濾われる．な樋期の蝿眼

榊中筋・ても・・区が最も多いのをみることができる．赤ln－一バは躯の懸差が少ない。

それでもb区と・区はaL 謔謔閧竄竕Rが多し・。太順凝もっ糎職燥欺も相当醗るこ

とが予想さオい撚の効果はラジノ著歎で燃・・ルー・ン嚇ク・一パよ嘆帳倣い醸

鮪し轍融こ対する鮪畷も強い騨であるが，それでも・区の収量は躯畷。てv、

ることがみられた・禾本科韓のチモ・一｝塙温乾燥・謝して，聯れの多V・ものと練ている

カ～本灘では電とも殆んど差がなカ・・た・オサ・一ドは弾シ絃り灘’駐あり，陰湿

地にもよく瓢するf・Xbか鰍蘇力・あり，・区より・区は±．gく，弥。区猷きかった．イ

タリアンラィグラスは停滞水に弱いが・湛瀧水には良好な生育をすると言われている。この試験

では・殴c区の収量成灘ほぼi司じであり，b区において他o＝区より優。てい礪向であ。

た・以上樋じ灌納裸は遭徽草の方力躰徽職歓であ・たと言うことができる。

　っぎに乾草重と乾燥歩合にっいてみると，何れも生草璽の多いものは乾草重も多いが，ラジノ

のような多汁性轍草は・韓鈴がb区は・区より劣り，c区は甦劣っていることカ・みられ

る・この傾向は禾本科でもチモシーと・イタリアンラィグラス嘲じようなむき力箋ある．オ＿チ

ャ｛トにおいては逆ec・a区くb区くc区のようになっている。　　　　　．

　以とは試験の成績にあらわれたとヒろにっいて述べた次第である。

　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　　　　　言

励て髄蝿凝講燃施したのであるヵ・・1！・，そ鍼績も完鉱ものではないが，纐に

よ・ては濯雌ゆ多少e・より，その生育壱・相当な影輪汲｝糺，一応椒効果を鮒し得るもの

があ・た・また潔蜘醗らなくとも・概して轍区は灘区よりも劣り，湿駆はその櫨

が優った。

山間部において傾鋤の多いところ・また開馳など嚥地にあ。ては，鵬の高温時や鞭

時には・特鐸緻効果を期待できよう。
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